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1989 年 9 月 12 日 ( 火 14 回 幹事 会 が 開 
催さ れ , 以下 の よう な 日 本 医学 会 と と っ て 重要 協力 の 下 に , 課題 を 選ん で いる . 
な 事項 に つい て 審議 され た . 次 回 の 第 87 回 日 本 医学 会 シン ポジ ウゥ ウム は , 下 
2 記 の と お り 開 催さ れる (参加 希望 者 は , 日 本 医 
23 回 医学 会 総会 の 準備 学会 まで お 申込 み 下 さい ). 
第 23 回 総会 は , 岡本 道雄 会 頭 , 佐野 晴 洋 ・ 佐 
野 豊 両 副 会 頭 , 井村 裕 夫 準備 委員 長 の 下 で , ~~ 
| 
| 


1991 (平成 3 う 年 4 月 5 日 か ら 7 日 の 3 日間, 
京都 市 に だ お いて 開催 され る . 

総会 の ク メ イ ン テ ー マ は ,「 転 換 期 た に 立つ 医学 と 
医療 一 創造 と 調和 と 信頼 一 」 に 決定 し た . シン 
ボル マー ク と し て は , 医学 が 原点 か ら 創 造 の 未 
来 に 飛躍 する と と も に , 医学 と 人 間 社 会 と の 調 
和 , そし て 人 間 の 信頼 を シン プル に 表現 し た も 
の が 採用 され た . 

な お ぉ お , 学術 講演 会 は , 19 会 場 を 使用 し , 宝 ヶ 
池 地 区 と 岡崎 地区 で 行わ れる 。 特別 講演 , シン ai it 
ポジ ウム , パパ ネル, 教育 講演 的 な ミニ レクチャー 矢野 吾 ( 日 医 常任 理事 ) 
な ど が 予定 され て いる . — 

展示 は , 4 ヵ所 に 分 散 し て 行わ れ , か な り の 
スペ ー ス で 機器 の 展示 が 予定 され て いる . な お ぉ お , 第 84 回 日 本 医学 会 シン ポジ ウム の 「 モ 
デル 動物 と 遺伝 子 」 の 記録 は , 単行 書 の 形 で 刊 


第 87 回 日 本 医学 会 シン ポジ ウム 


主題 : スポ ー ツ 医学 の 今日 的 課題 

日 時 : 1989 年 11 月 28 日 ( 火 ) 9 : 30 一 17 : 30 

場所 : 経団連 会 館 キ ー ル (東京 , 公開 ) 

組織 委員 : 黒田 著 雄 (順天堂 大 ・ 体 育 ) 
小野 三 嗣 (慈恵 医大 ・ 生 理 ) 
中 寛 東 大 ・ 教 養 ) 


4 年 毎 の 日 本 医学 会 総会 の 問 に 「 中 間 総 会 」 第 85 回 日 本 医学 会 シン ポジ ウム 「 血 管内 皮 細 
を 持つ こと に つい て , 重点 的 に 論議 が すす め ら  _ 胞 の 機能 と 障害 」 の 記録 は , 近く 刊行 の 予定 で 
れ て いる . ある (第 85 回 日 本 医学 会 シン ポジ ウゥ ム の 記録 を 
ご 希望 の 方 は , 日 本 医学 会 まで , 葉書 で お 申込 
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日 本 学 会 だ より 


「 ヒ ト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト の 
推進 に つい て (勧告 )」 を 採択 
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平成 元 年 11 月 日 本 学術 会 議 広報 委員 会 


日 本 学術 会 議 は , 去る 10 月 18 日 か ら 20 日 まで 第 108 回 総会 (第 14 期 4 回 目 の 総 会 ) を 開催 し まし た 。 今 回 の 日 本 学術 会 
議 だ より で は , その 総会 で 採択 され た 勧告 を 中 心 に , 同 総会 の 議事 内 容 等 に つい て , お 知ら せい た し ます 。 


日 本 学術 会 議 第 108 回 総会 報告 


第 108 回 総会 の 主 な 議事 概要 は 炊 の と お り で あっ た 。 
第 1 日 (10 月 18 日 ) の 午前 。 ま すず, 会 長 か ら ちら, 前 回 総会 
以後 の 経過 報告 が 行わ れ , 続い て , 各部 ・ 委 員 会 の 報告 が 
行わ れ た 。 さ きら に , 今回 総会 に 提案 され て いる 3 案件 に つ 


いて それ ぞ れ 提案 説明 が な され た 後 , 質疑 応答 が 行わ れ た 。 


第 1 日 の 午後 。 各部 会 が 開催 され , 午前 中 に 提案 説明 さ 
れ た 総会 提案 案件 等 の 審議 が 行わ れ た 。 

第 2 日 (10 月 19 日 ) の 午前 。 前 日 提案 され た 案件 の 審議 
・ 採 決 が 順次 行わ れ た 。 

まず , 第 7 部 の 専門 別 の 会 員 定 数 の 変更 並び に 同 部 世話 
担当 の 研究 連絡 委員 会 の 再編 成 (統合 3 件 , 分 割 2 件, 新 
設 1 件 , 名 称 変更 6 件) を 内 容 と する , 会 則 の 一 部 改正 が 
採択 され た 。 ; 

続い て , 第 4 部 及び 第 7 部 の 「 会 員 の 推薦 に 係る 研究 連 
絡 委 員 会 」 の 指定 の 変更 を 内 容 と する 関係 規則 の 一 部 改 
正 が 採択 され た 。 

これ ら の 改正 は , 具体 的 に は 第 15 期 か ら の 組織 ・ 活 動 に 
係る も の で ある 。 

さき さらに, 生命 科学 と 生命 工学 特別 委員 会 の 提案 に よる 「 ヒ 
ト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト の 推進 に つい て (勧告 )」 が 採択 
され た 。 な お , この 件 の 審議 の 際 に は , 研究 成果 公開 の 原 
則 と プラ イバシー 保護 等 の 問題 ,「 プ ロジ ェクト ・ チ ェ ッ ク 
機構 (仮称 )」 の 果たす 具体 的 役割 等 に つい て , 討議 が 行わ 
れ な た 。 こ の 勧告 は , 同日 午後 直ちに 内 閣 総 理大 臣 に 提出 さ 


れ , 関係 省庁 に 送付 され た (この 勧告 の 詳細 は , 別掲 参照 )。 


また , 本 総会 に お いて は , 会 長 か ら , 日 本 学術 会 議 の 移 
転 問 題 に 関し , 前 回 総会 以降 の 主 な 動き さき として, ① 去 る 8 
月 「 国 の 行政 機関 等 移転 推進 連絡 会 議 」 に お いて , 本 会 議 
の 移転 先 が 横 浜 市 「『 み な と みらい 21 地 区 」 と な っ た こと , 
② こ れ に 対し 三 役 及 び 運 営 審議 会 の と っ た 対応 、 な ど に つ 
いて 報告 が あっ た 。 種 々 質 疑 応答 が 行わ れ た 後 , これ まで 
の 三 役 及び 運営 審議 会 の 対応 に つい て は , 基本 的 な 了承 が 
な され た 。 ま た , 今後 の 移転 に 関す る 諸 問 題 に つい て は , 
当面 , 三 役 及 び 運 営 審議 会 に その 処理 を 一 任 す る こと て 本 
承 さ れ た 。 

第 2 日 の 午後 。「 地 球 環境 問題 」 に つい て , 活発 な 自由 討 
議 が 行わ れ た (この 自由 討議 の 詳細 は 、 別 掲 参 照 )。 

第 3 日 (10 月 20 日 ) 午前 に は 各 常 置 委 員 会 が , 午後 に は 
各 特 別 委 員 会 が , それ ぞ れ 開催 され さ 。 


ヒト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト 

の 推進 に つい て ( ) 
(勧告 本 文 ) 

ヒト ・ ゲ ノム の 全 DNA 塩 基 配 列 決定 を 主たる 目標 と する 

ヒト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト は , 関連 諸 分 野 の 学術 研究 に 

極め て 大 き な イ ン パ クト を 与え る と 期待 され , 我が国 と し 

て 早急 か つ 重 点 的 に 推進 すべ き で ある 。 
その た め に は , ヒト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト 推進 組織 ( 仮 

称 ) を 設け , 基本 計画 の 立案 , 実施 計画 の 策定 , 省庁 聞 な 

どの 協議 , 国際 協力 、 デ ー タ ・ ベ ー ス と レポ ジ ト リー の 整 

備 な ど を 総合 的 に 行う べき で ある 。 
また , この 推進 組織 と の 緊密 な 連携 の も と に , 研究 計画 

の 実施 に 伴う 社会 的 、 法律 的 及び 倫理 的 諾 問題 を 客観 的 か 

つ 公 正 に 判断 する と と も に , これ ら の 諸 問 題 に 適正 に 対処 

する こと を 目的 と する プロ ジェ クト ・ チ ェ ッ ク 機 構 (仮称 ) 

を 設立 し 全体 と し て 調和 の と れ た 施策 を 進め る 必要 が ある 。 
よ ょ よって, 日 本 学術 会 議 は 我が国 に お ける 本 プロ ジェ クト 

の 推進 を 図り その た め に 必要 な 措置 を 講ず る よう 勧告 する 。 
(説明 ) [ 要 ] 

1 ヒト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト は , 人 類 の 遺伝 情報 の 解 
読 と 遺伝 子 機能 の 解明 を 目指 し た 研究 計画 で あり , 早急 
か つ 重 点 的 に 推進 すべ くき で ある 。 こ の プロ ジェ クト に よ 
っ て 生命 科学 等 の 領域 の 技術 開発 が 進め ば , 人 類 福 祉 に 
貢献 する こと は 疑い な い 。 

2 ヒト ・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト を 推進 する た め に , ヒト 
・ ゲ ノム ・ プ ロジ ェクト 推進 組織 (仮称 ) を 設置 する 。 
その 主たる 目的 は 勧告 本 文 の と お り で あぁ る 。 

この 組織 は , 研究 の 進展 に 弾力 的 に 対処 で きる も の と 
し , 具体 的 問題 の 処理 の た め 委 員 会 等 を 設け る 。 運 営 に 
当たっ て は 個々 の 研究 者 と その 集団 の 自主 性 を 最大 限 に 
すべ き で ある 。 

3 この プロ ジェ クト の 実施 に 伴っ て 生じ る 社会 的 , 法律 
的 及び 倫理 的 諸 問 題 に 適切 に 対処 する た め に , プロ ジェ 
クト ・ チ ェ ッ ク 機 構 (仮称 ) を 設立 する 。 そ の 主たる 目 
的 は , 検体 提供 者 の 保護 の た め の 共 準 を 作成 する こと , 
情報 の 管理 , 研究 計画 と 成果 の 一 般 へ の 公開 の 基準 を 作 

成す る こと , 知 的 所 有 権 問題 に つい て の 方 針 を 作成 する 

こと , 研究 成果 の 応用 段階 に お ける 倫理 的 問題 に つい て 

の 指針 を 作成 する こと で あり , 目的 達成 の た め の 必 要 な 

権限 が 与え られ る べき で ある 。 


み 下 さい . 無料 布 ). 


在 委員 開 原 長 の 下 で , 
和 版 の 第 2 版 , 和 欧 版 の 第 1 版 の 編集 が , 着 々 
と 進行 し て いる . 

伊藤 前 委員 長 よ り 引 継い だ 資料 を 基礎 に 検討 
が 行わ れ た . 各 委 員 に , 具体 的 な 問題 点 に つい 
て 意見 を 聞き な が ら 進 め て いる . 同義 語 , 反対 
語 に つい て は , で きる 限り , 関連 語 と し て 採用 
する 方 向 で ある . その 他 用 語 の 取り 上 げ 方 に つ 
いて は , 各 学 会 の 用 語 委 員 会 と の 連携 を 密 に し 
て , 学会 で 採用 し て いる も の を 使う 方 針 で ある . 
第 2 回 委員 会 に お いて , 自治 医大 ・ 生 化学 の 
香川 靖雄 教授 を 招き , 意見 を 伺っ た . 
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7 月 5 日 ( 水 ) の 第 7 回 三 者 懇談 会 で , 学会 
認定 医 制 協議 会 と 日 本 医師 会 と の 間 で , 概ね 了 
解 し た 事項 は , 次 の と お り で ある . 

① まず 基本 的 科目 に つい て , 認定 医 を 公認 す 
る 方 向 で 今後 推進 し て いく . 併せ て 第 2 段階 と 
し て , 専門 科目 に つい て 考え る . 基本 科目 は , 
医師 国家 試験 科目 , 国立 大 学 医学 部 の 講座 科目 
の 中 か ら , 小 委 員 会 で 具体 的 た 決め て いく 。. 

② 公認 の 方 法 と し て , まず 学会 が 認定 し , そ 
れ に 対し て 学会 認定 医 制 協議 会 議長 , 日 本 医学 
会 長 , お よび 日 本 医師 会 長 の 三 者 が 追認 する 形 

③ 医療 法 上 の 広告 表示 に つい て は , 厚生 省 と 
日 本 医師 会 で 協議 し て いた だ く 。. 


NS 
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日 本 医師 会 より 委 託 を 受け て 発足 し た 標記 委 
員 会 は , 1989 年 9 月 12 日 ( 火 ) に 開催 され た . 
平成 元 年 度 日 本 医師 会 医学 賞 は , 眞 崎 知生 教 
授 (筑波 大 ・ 薬 理 〉 一 「 平 滑 筋 収縮 の 分 子 薬理 学 
的 研究 一 その 構造 令 白 質 の 機能 ドメイン の 研究 
と テン ド セ リ ン の 構造 と 機能 の 研究 一 」, 高久 吹 


歴 教 授 (東大 ・ 内 科 ) 一 「 造 血 因子 に 関す る 基 磯 
的 ・ 臨 床 的 研究 」, 成 毛 普 夫 博士 (国立 が ん セン 
ター・ 外 科 ) 一 「 肺 癌 の リン ペペ 節 転移 と 外科 手術 
と の 相関 に 関す る 研究 」 の 3 氏 に 授賞 が 決定 し 
平成 元 年 度 日 本 医師 会 医学 研究 助成 費 は , 井 
上 芳郎 氏 , 中 光博 江 氏 , 森 正 敬 氏 , 清水 不 二 
雄 氏 , 斎藤 厚 氏 , 宮園 浩平 氏 , 西岡 久寿 樹 氏 , 
小林 正 氏 , 北 徹 氏 , 網野 信 行 氏 , 早坂 清 
氏 , 田村 栄 稔 氏 , 和 桑原 慶 紀 氏 , 安達 恵美 子 氏 , 
佐藤 賜 氏 の 15 氏 に 授賞 が 決定 し た . 

11 月 1 日 の 日 本 医師 会 設立 記念 医学 大 会 の 
席 上 で 表彰 され る . 


複写 権 センター 設立 
の 機運 が ある . 日 本 工学 会 が 中 心 と な っ て いる . 
早い 時 期 か ら 日 本 医学 会 を メン バー に 入れ た し 
と 考え られ て いる が , 費用 の 問題 等 , 検討 の 祭 
地 が あり , 今 な お , 日 本 医学 会 と し て は 参加 し 
て いな い 状 況 で ある . 


ペ 会 館 の 移転 で 

日 本 医師 会 館 は , 文京 区 本 調 込 に 半年 2 月 に 
新館 が 落成 する . し た が っ て , 平成 2 年 2 月 の 
第 56 回 定例 評議 員 会 ・ 第 15 回 幹事 会 (1990 年 
2 月 27 日 ・ 火 , 10 : 30 一 幹事 会 , 13 : 30- 評 議 
員 会 〉 は , 経団連 会 館 で 開催 する こと に な る . 


日 本 医学 会 
〒101 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 2-5 
日 本 医師 会 館内 電話 03-291-2121 (代表 
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3 

3 


総会 中 の 自由 討議 一 地球 環境 問題 一 


本 会 議 総会 中 の 重要 な 行事 で ある , 自由 討議 が , 総会 2 
の 総会 中 の 自由 討議 は , 会 員 の た め の 一 種 の 勉強 会 
で , その 時 々 の 学術 上 の 重要 課題 を 取り 上 げ て 行わ れ て い 


る 。 今 回 は 「 地 球 環境 問題 」 と いう 課題 の も と に 行わ れ た 。 


自由 討議 は , 渡辺 格 副 会 長 の 司会 の も と に , 
に よる 意見 発表 が あり , さら に これ ら の 意見 発表 を も と に 
会 員 間 で 活発 な 討議 が 行わ れ た 。 

今回 の 自由 討議 の 概要 は 次 の と お り で ある 。 

[5 人 の 会 員 に よる 意見 発表 ] 

まず , 近藤 次 郎 第 5 部 会 員 か ら , 9 月 の 「 地 球 環境 保全 
に 関す る 東京 会 議 」 の 出席 報告 と し て , ① 環 境 保全 と 発展 
途上 国 の 資源 開発 , 産業 振興 等 と の 関わ り に つい て の 討議 
状況 , ② ソ 連 に お ける 環境 問題 , ③ 大 気 中 の 炭酸 ケス の 増 
加 に 伴う 温暖 化 に よる 地球 環境 へ の 影響 に 関す る 注目 すべ 
き 研 究 結 果 の 発表 等 に つい て 紹介 が あっ た 。 

次 に , 吉野 正敏 第 4 部 会 員 か ら , 「 環 境 」 と いう も の の と 
ら え 方 考え 方 に つい て , 人 文 ・ 社 会 科学 的 な 立場 か ら の 
例 を も 引い て 意見 が 述べ られ , また , IGBP に つい て een 
画 は , 様々 な 環境 問題 を 基礎 科学 半分 野 と し て と ら え る も 
で あり , その 実施 の 結果 a 
こ な る も の で は な い 等 の 発言 が あっ た 。 

次 いで , 大 谷 茂 褒 第 5 部 会 員 か ら , 同 会 員 が 委員 長 を 和 務 
め て いる 化学 工学 研究 連絡 委員 会 が 新た に 提唱 し た 「 地 球 
生態 工学 」 に 関し , 提唱 に 至っ た 経緯 及び その 学問 内 容 等 
に つい て 説明 が な され る と と も に 、。、 この 件 に 関連 する , 関 


5 人 の 会 員 


係 学会 及び 関係 省 所 に お ける 動き に つい て 説明 が 行わ れ た 。 


続い て , 大 島 康 行 第 4 部 会 員 か ら ,、 生物 界 と 地球 環境 と 
の 関わ り に つい て , ① 生 物 を 媒介 に し た 人 間 へ の 影響 の 問 
題 を どう 捉え る か が , 地球 環境 問題 を 考え て いく 上 で 非常 
に 重要 な 観点 で ある 。② 環 境 汚 染 が 生物 資源 に 与え る 影響 
は 非常 に 大 きく 、 様 々 な 問題 を 生じ , 結局 、 これ が 人 間 に 
は ね か えっ て くさく る 等 の 発言 が あっ た 。 

最後 に 稲田 献 一 第 3 部 会 員 か ら , 経済 活動 特に 生産 活動 
あぁ あるいは 技術 革新 と 環境 問題 と の 関わ り に つい て 意見 が 述 
べら れ , 環境 問題 を 考え る 際 に は , 人 間 社 会 が 様々 な 技術 
を どの よう に 使用 する か と いう , 人 間 社 会 の 仕組 み の 問 題 
が 最も 重要 な 問題 で ある 等 の 発言 が あっ た 。 

[討議 ] 

5 人 の 会 員 に よる 意見 発表 の 後 行 われ た 討議 で は ,、 第 1 
部 か ら 第 7 部 まで すべ て の 部 に わた る 20 人 を 超え る 会 員 よ 
り 。 それ ぞ れ 専門 の 立場 か ら 活 発 な 発言 が な され た 。 


この 討議 の 中 で 述べ られ た 意見 は 多岐 多様 に わた っ た が 。、 


その 主 な も の を 項目 に し て 列挙 する と , 
ン に よる エネ ルギー の 有効 利用 」, 
学 の 関わ り 方 」、「 海 洋 と 環境 問題 」、 
題 」,「 微 生物 利用 に よる 都市 河川 
「 環 境 間 題 と 人 間 性 と の 関わ り 」, 「 
会 議 の 体制 及び 取り 組み 方 」。「 地 球 環境 に 関す る 国際 協力 
事業 に つい て の 学術 会 議 が 果たす べき 役割 」 等 で あっ た 。 
な お , この 総会 の 自由 討議 の 内 容 に つい て は 、 後 日 、 日 
学 肥 書 と し て 出版 され る 予定 で ある 。 


「 コ ジェ ネ レ ー シ ョ 
「IGBP へ の 人 文 ・ 社 会 科 
「 棄 物 の 処理 問 
下水 の 浄化 シス テム 」, 
環境 凍 題 に 対す る 学術 


「 会 報告 」3 件 を 発表 
本 会 議 で は , その 意思 の 表 出 の 形態 の 一 つと し て ,、 各部 
・ 各 委員 会 が その 審議 結果 を と り ま と め た も の を , 総会 又 


は 運営 審議 会 の 承認 を 得 て ,、 外部 に 発表 する 「 報 告 」 
「 対 外 報 告 」 と 言っ て いる 。) と いう も の が ある 。 / 


(通称 


この 日 本 学術 会 議 だ より で も , 今 まで に , 
を 紹介 し て きた が ,、 今 回, 最近 発表 され た も 


だ 紹介 し て いな い 3 件 を , 次 に 紹介 する 。 


電子 工学 の 体系 化 に 向け て 一 電子 ・ 
学研 究 連 絡 委員 会 報告 (要旨 ) 


電子 工学 は それ を 基礎 に し た 通信 工学 や 情報 工学 , 制御 
[ 学 な どの 急激 な 進展 に 伴っ て , これ ら の 技術 分 野 ・ 工 学 
分 野 の 相互 関係 が 極め て 複雑 に な っ て 来 て いる の で ,、 電子 
工学 の 学問 ・ 技 術 体系 の 根幹 , 電子 工学 の 基盤 と な っ て い 
る 方 法論 , 通信 工学 , 情報 工学 等 の 応用 工学 と の か か わり 
を 明らか に する た め に 方 法論 的 体系 化 を 試み た 。 

即ち 電子 工学 を 共通 基礎 理論 , 基礎 電子 工学 、 電子 デバ 
イス ・ 回 路 工学 , 電子 装置 ・ シ ステ ム 工 学 , 応用 分 野 と 階 
層 化 し さら に 「 集 積 回 路 」 と 「 光 エレ クト ロニ クス 」 が 
電子 工学 の 中 心 分 野 を 形成 し つつ ある 重要 な 技術 領域 で あ 
る と の 認識 に 立ち 電子 工学 の 技術 要素 と 通信 工学 , 情報 工 
学 と の 相互 関連 を 検討 し た 。 

また 電子 工学 体系 の 範囲 を 大 学 学部 で の 教育 対象 分 野 お 
よび 大 学院 で の 教育 を 含む 研究 対象 分 野 に 分 類 し た 。 


「 国 際 防 災 の 十 年 」 一 災害 科学 研究 者 か ら の 
提言 一 災害 工学 研究 連絡 委員 会 報告 ( 要 旨 ) 


1987 年 , 第 42 回 国連 総会 で 決議 され た 「 国 際 防 災 の 十 年 」 
(IDNDR) の スタ ー ト が いよ いよ 迫っ て きた 。 行 政 レ ベル 
で は , 内 閣 総 理大 臣 を 本 部 長 と する 推進 本 部 が 設け られ て 
いる が , この 実施 に は 科学 者 , 研究 者 の 各 専 門 領 域 か ら の 
積極 的 な 関与 が 不可 穴 で ある 。 国 連 決 議 に 先立ち , 災害 工 
学研 究 連 絡 委 員 会 で は この 活動 の 支持 を 表明 し , また その 
後 も 米国 アカ デミ ー や 国連 諸 機 関 の 活動 に 協力 し て きた が か , 
スタ ー ト に 当たり , わが 国 の 関係 科学 者 , 研究 者 の な すべ 
き ,。 あるいは 行う 得る 事柄 を 提言 と いう 形 で 表明 し た も の 
で ある 。 そ の 内 容 は , ①「 国 際 防 災 の 十 年 」 で 何 を する のか, 
② 国 際 共 同 研究 の 展開 , ③ 基 礎 研 究 の 推進 , ④「 国 際 防 災 の 
ト 年 」 の 実現 に 向け て ,。 よ り 成 っ て いる 。 今後 は その 実現 


に 向け て 積極 的 な 運動 を 進め て いき た い 。 


電圧 , 抵抗 お よび 温度 の 維持 方 式 の 
1990 年 1 月 1 日 か ら の 変更 に つい て 一 
標準 研究 連絡 委員 会 報告 ( 要 提 ) 


第 77 回 国際 度量 衡 委 員 会 (1988 年 10 月 開催 ) は ,、 電圧, 
抵抗 の 各 標準 の 維持 方 式 の 変更 と ,、 温度 目盛 の 変更 の 3 つ 
の 勧告 を 採択 し , 1990 年 初頭 か ら の 実施 を 求め た 。 こ の 変 
更 を 国内 に 事前 に 周知 する た め , 関心 の 高い 9 学会 に 、 勧 
告 の 要 臣 を 掲載 し た 。 以 下 に 勧告 の 骨子 を 記す 

電圧 標準 は ジョ セ フ ソ ン 効 果 で 実現 し ,、 電圧 周波 数 係数 
を Kj』 と 記号 し , その 値 を 483 597.9 GHz/V と 定 姜 し た 。 抵抗 
標準 は 量子 ホー ル 効 果 で 実現 し 、 量子 化 ホ ー ル 抵抗 を Rk と 
記号 し , その 値 を 25 812.807Q と 定義 し た 。 温度 スケ ー ル 
ITS-90(1990 年 国際 温度 目 を 定 
義 し た 。 変更 は 多岐 に 責 る の で 、 詳細 は 関連 学会 誌 を 参照 
され た い 


以上 の 変更 に より 、 電 磁気 計測 の 精度 と 国際 的 整合 性 が 
著しく 改善 きれ ,、 温度 計測 の 熱 力 学 温 度 と の 一 致 と 低温 域 
へ の 拡張 が 達成 され る 


この 対外 報告 
の の うち ,。 ま 


通信 エエ 


御 意 見 ・ お 問い 
で お 寄せ くだ さい 
〒106 東京 都 港 区 六 

日 本 学術 会 議 広報 委員 会 


合わ せ 等 が あり まし た ら 、 下記 ま 
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規 定 


著者 は 原則 と し て 会 員 に 限る . 

原稿 は 寄生 虫 学 お よび それ と 関連 を 有する 和文 お よ 
び 欧 文 の 原著 , 総説 , 短 報 と する . 
. 原稿 の 採否 , 掲載 の 順序 , 体裁 な どの 決定 は , 一 定 
の 審査 を 経て 編集 委員 会 が 行う . 

原稿 は 1 編 に つき 投稿 料 2,000 円 と する . 

1) 原著 お よび 総説 は 印刷 ペー ジ 4 ペー ジ ま で 本 会 
で 負担 する . た だ し 図版 お よび 超過 ペー ジ 分 は 著者 負 
担 と する . 2) 学会 より の 依頼 原稿 の 掲載 料 お よび 上 印 


刷 費 用 は 無料 と する . 3) 短 報 は Original な 研究 , 


工夫 , 仮説 な どの 速報 的 な も の と する . 印刷 ペー ジ 2 
ペー ジ 以 内 と し , ] ペー ジ ま で を 著者 負担 と た する. 
4) 同一 号 に 同一 著者 が 2 編 以 上 を 掲載 する 場合 は 1 
編 を 除い て 他 は 超過 ペー ジ と みな す . 

別冊 を 必要 と する 場合 は 実費 を 申し 受け る . 申し 込 
み は 50 部 単位 と する . 


印刷 費 等 全額 著者 負担 の 原稿 は 掲載 順序 を 優先 する . 


. 原稿 に つい て の 照会 , 送付 は 〒305 茨城 県 つく ば 市 
天王 台 1-1-1, 筑波 大 学 基礎 医学 系 日 本 寄生 虫 学会 
編集 幹事 あて と する . 

投稿 上 の 注意 


和文 原稿 は 400 字 詰 原稿 用 紙 (A 4 版 ) に 横書き し, 


現代 仮名 づか い に よ る 平仮名 お よび 当 用 漢字 を 用 いる 
こと を 原則 と する . 

欧文 原稿 は , タイ プ 用 紙 に ダブ ルス ペー ス で タイ プ 
_ な お , 原稿 は 正副 3 部 作製 し て 編集 部 へ 送付 する . 
副 は 写真 を 除い て は コピ ー で よい . 

和文 原稿 は 次 の 順序 で 記載 する : 題名 , 著者 名 , 所 
属 機関 名 , 本 文 , 文献 お よび 欧文 抄録 . な お 欧文 抄録 
も 題名 , 著者 名 , 所 属 機関 名 お よび 抄録 (印刷 ペー ジ 
1 ペ マージ 以 内) の 順に 記載 する . 

短 報 も る 上記 に 準じ る . 

. 欧文 原稿 の 構成 は 和文 原稿 の それ に 人 準 し , これ に 和 
文 抄 録 を つけ る . その 形式 も 2. に 人 準じ 和文 で 記載 す 
る . 

原稿 作成 上 の 注意 事項 

1) 本文 の 形式 は , 要約 , 緒言 , 材料 お よび 方 法 , 
成績 , 考察 の 順序 また は それ に 傍 じ し た 形式 を と る こと 
が 望ま し い . この は か 、6 語 以内 の Key words ( 英語 
を 表紙 に 付記 する . 

2) 学名 の 属 ・ 種 小 名 は イタ リッ ク と し て 印刷 され 
る た め , 当該 部 位 に は アン ダー ライ ン を つけ る . 

例 : Ascaris lumbricoides Linnaeus, 1758 

3) 各種 単位 の 略号 は 次 の よう に 表わし , ピリ オド 
を 用 いな い : centimeter-cm, micrometer-zm, nano- 
meter-nm, kilogram-kg, gram-g, milligram-mg, micro- 
gram- gg, nanogram-ng, liter-l, milliliter-ml, 
hour-hr, minute-min, degress Celsius-°C, molar-M, 
normal-N, millicurie-mCi, microcurie-zCi, gravity- 


XxXg, revolutions per minute-rpm, per cent-%, 
standard deviation-SD, standard error-SE. optical 
density-OD, 50% lethal dose-LDso, また , 寄生 虫 感染 
後 の 日 数 ・ 週 を 示す 場合 は at 60 days PI, by 18 wk PI 
の よう に 表記 する 

4) 本 文中 の 人 名 は 次 の よう に 記載 し , 必ず 年 号 を 
括 に 入れ る. 

1 人 の 場合 : 山田 (1964), Thomas (1964), Faust 
(1961 a, b). 

2 人 の 場合 : 山田 ・ 竹 内 (1965), Faust and Khaw 
(1927 ), 

3 人 以上 の 場合 : 山田 ら (1965), Faust et al.(1927 
a, b). 

(  ) 内 に 入れ る 場合 : (佐藤 , 1970 ; Boray et al., 
1976 : 斉藤 ら , 1973). 

5) 数 を 表わす に は すべ て 算 用 数 字 を 用 いる が 成語 
は その まま と する 。 , 。 

6) 図 , 写真 , 表 等 は 本 文 と は 別に まとめ る 。 それ 
ら と 番号 は , 図 1。 表 1 (英文 で は Fig. 1, Table 1 
な ど ) と し , 本 文中 に 挿入 箇所 を 明記 する . 図表 の 脚 
注 の 順序 を 示す 記号 は 次 の 順に 用 いる : *, 和 †, +, 8§, 

7) 表 に は 縦 線 は 原則 と し て 入れ な い . 

8) 引用 文献 は 著者 名 の アル ファ ベッ ト 順 に 配列 し , 
下記 の 順序 に 記載 する (特に 句 読点 に 注意 する ) . 

和文 の 場合 

原著 文献 : 宮崎 一 郎 ・ 石 井 洋一 ・ 菊 池 正 (1954): 
大 平 肺 吸虫 の 新しい 終 宿 主 . 寄生 虫 誌 , 2, 177-179. 

単行 本 : 宮川 米 次 (1957) : 最新 臨床 寄生 虫 病 学 . 蝶 
虫 性 疾患 1. 第 1 版 , 300 買 , 中 外 医 薬 社 , 東京 . 

欧文 の 場合 

原著 文献 : Weinbach, E. C. and Nolan. M. 0. 
(1956) : The effect of pentachlorophenol on the me- 
tabolism of the snail Australorbis glabratus. Exp. 
Parasitol., 5 , 276-284. 

単行 本 : Faust, E. C. (1949) : Human Helmintho- 
logy, 3 rd ed., Lea & Febiger, Philadelphia, 744 pp. 

Yokogawa, M. (1969) : Paragonimus and Para- 
gonimiasis. In Advances in Parasitology, Vol, 7, 
Dawes B., ed., Academic Press, London and New 
York, 375-387, 

9) 原著 の 表紙 に Key words, 論文 の 枚数 , 図 , 表 , 
写真 の 枚数 , アー ト 紙 使用 希望 , 別刷 希望 部 数 (表紙 
の 有無 ) お よび 連絡 先 (住所 , 電話 番号 ) を 朱書 する . 

10) 文部 省 科 学研 究 費 等 の 研究 費 の 出所 を 明記 する 
場合 に は , 原稿 第 1 ペー ジ の 脚注 に 記載 する . 

る 


12) 校正 は 初 校 な ら び に 再 校 を 著者 が 行う が , 文章 
の 削除 , 挿入 等 は 許さ れ な い , 
平成 元 年 4 月 改正 
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